
縮尺図面番号

配置図　案内図Ｍ－０１

Ｍ－０２

図面名称

１/６００

図面リスト

茨城県立中央病院

令和７年度

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

Ｍ－０８

ボイラー更新工事

機器表 ＮＳ

付属機器表 ＮＳ

中央機械棟１階平面図　蒸気ボイラー配置図 １/１００

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　蒸気ボイラー設備（更新） １/３０

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　撤去図 １/３０

自動制御設備　計装図・機器表・バルブサイズ表 ＮＳ

自動制御設備　中央機械棟　１階ボイラー室平面詳細図 １/３０



県立友部東特別支援学校

配置図　案内図

配置図　　　　　S=1/600

NO.

隣地境界線

SPD倉庫
井水一次
受水槽

駐車場

ひまわり保育園

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

西門

A棟

駐車場

県立中央看護専門学校

人工透析･化学療法ｾﾝﾀｰ市
道

 
市

(
友

)3
0
24

 
幅

員
5
.5

m

歩道+車椅子用通路ｽﾍﾟｰｽ

県道 友部内原線 幅員12m

防火水槽

PET-CT検査室

RI排水処理施設ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

放射線治療ｾﾝﾀｰ

MR棟

ﾗｲﾄｺｰﾄ

ﾗｲﾄｺｰﾄ

ﾀｸｼ-乗り場

防火水槽

駐車場

夜間入口
防火水槽

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ(自動車車庫)

燃料保管庫

排水槽 倉庫 倉庫
町下水

茨城県放射線
検査ｾﾝﾀｰ

ﾘﾈﾝ保管庫

研修棟

(仮設)
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

粗大ごみ置場

産業廃棄物倉庫

産業廃棄物倉庫

上水受水槽(400t)

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ事務棟

B棟

救急･循環器ｾﾝﾀｰ棟

ﾗｲﾄｺｰﾄ

県立中央病院JR友
部駅

JR常
磐線

至　水戸

県立中央看護専門学校

至
　
岩
間

JR
常
磐
線JR水

戸線

笠間市役所

工事場所：茨城県笠間市鯉淵6528

至　宍戸

がんｾﾝﾀｰ棟

中央機械棟

液酸ﾀﾝｸ(新)

液酸ﾀﾝｸ(旧)

簡易専用水道施設
(救急ｾﾝﾀｰへ)

ｵｲﾙﾀﾝｸ
受水槽(180t)

上水予備
揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

駐車場

駐車場

案内図（NS)

ﾗｲﾄｺｰﾄ

承認 設計 担当承認 縮　　尺

設計年月日

1/600 工事名称

図面名称

県立友部東特別支援学校

（高層棟）

本館

（低層棟）

外来棟

M-01

工事場所：中央機械棟（ボイラー室）

ボイラー更新工事



B-2

記号 名称

電気容量 定格消費電力

電気特性 概略寸法（ｍｍ） 台数 製品重量

３

電圧相

仕様

新設ボイラー機器表

記号 名称

電気容量 定格消費電力

B-1 　　炉筒煙管ボイラー

電気特性 概略寸法（ｍｍ） 台数 製品重量

３

電圧相

仕様

撤去ボイラー機器表

備考

　設置場所；中央機械棟１階ボイラー室

中央機械棟

備考

（設置場所）

B-1

　　　は本工事とする。

　　伝熱面積７．５ｍ2

　　給水ポンプ

　　コントロールボックス

　　給油ユニット　噴燃ポンプ容量　ストレーナ　油液量計

　　バーナー　Ａ重油

　　定格概算蒸発量２，０００ｋｇ/ｈ　最高使用圧力０．９８ＭＰａ

　　薬液注入装置　２５Ｌタンク

　　他付属品及び不用品一式

　　ボイラー；鋼板製

　※）ボイラー更新に伴う電源切替,中央

　　　監視用計装切替及び試運転調整工事
B-2

ボイラー更新工事No Scale

機器表

Ｍ-０２

Ｈ

（ｋＷ）（ｋＷ）

５０２００

（φ） （Ｖ） （Ｈｚ）

周波数
（ｋｇ）

ＬＷ Ｈ

（ｋＷ）（ｋＷ）

５０２００

（φ） （Ｖ） （Ｈｚ）

周波数
（ｋｇ）

１４．１

１階ボイラー室

Ｌ Ｗ

ＥＱＲＨ－１００１ＡＭ
換算蒸発量：１，０００ｋｇ/ｈ　定格熱量：６３５ｋＷ　最高使用圧力：０．９８ＭＰａ　使用圧力：０．７ＭＰａ

簡易ボイラー

伝熱面積：４．９８ｍ2

缶体効率：９６％

バーナー　Ａ重油　最大燃料消費量：５５．１ｋｇ/ｈ（６４．１L/ｈ）　４位置制御

電　源：三相２００Ｖ　５０Ｈｚ　４．３ｋＷ

付　属：エコノマイザ　連続ブロー装置　

特　殊：国土交通省仕様　給水電磁弁組込仕様

５４．３ｋＷ ２，２２３ ９２０ ２，２９７ １，５８０

B-3

B-4

B-5

B-3

簡易貫流ボイラー

ＭＩＮＹ－１７００Ｆ
３２，５２０ １，６７５ ３，２３０ ４，１００

品番

品番

Ｓ-ＮＡＶＩⅡ仕様 自動缶底ブロー装置組込仕様

薬注装置

NO.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

承　認 担　当設　計



記号 名称

電気容量 定格消費電力

電気特性 概略寸法（ｍｍ） 台数 製品重量

３

電圧相

仕様 備考

　設置場所；中央機械棟１階ボイラー室１

記号 名称

電気容量 定格消費電力

電気特性 概略寸法（ｍｍ） 台数 製品重量

電圧相

仕様

中央機械棟

備考

（設置場所）

記号 名称 概略寸法（ｍｍ） 台数 製品重量仕様参考品番

中央機械棟

備考

（設置場所）

担  当 製  図

名  称 日  付

縮  尺

N.S

M-02

ボイラー更新工事

付属機器表

Ｈ

（ｋＷ）（ｋＷ）

５０２００

（φ） （Ｖ） （Ｈｚ）

周波数 （ｋｇ）Ｌ Ｗ

ＬＷ Ｈ

（ｋＷ）（ｋＷ）

５０

（φ） （Ｖ） （Ｈｚ）

周波数 （ｋｇ）

１階ボイラー室

ＬＷ Ｈ （ｋｇ）

１階ボイラー室

新設真空ポンプ機器表

真空用ドレン回収ポンプ

材　質：ポンプ　鋳鉄ＦＣ２００／ノズル・エゼクター部・ディフューザー　ＳＵＳ３０３／タンク　炭素鋼ＳＧＰ

真空発生法：エゼクター方式

仕　様：公共建築仕様

新設軟水装置

簡易交互軟水器 ＥＳ－１２０αＵＣＰ２
使用可能圧力：０．１５～０．５ＭＰａ　

電　源：ＡＣ１００　５０Ｈｚ　常用時３ＶＡ　再生時２００ＶＡ

再生周期：軟水使用量を外部取付パルス発信流量計にて積算し、自動再生

最大通水量：８．０ｍ3／ｈ　最大採水量：１２０ｍ3／再生 １００２

撤去軟水装置

交互運転軟水装置
最大通水量：８．０ｍ3／ｈ　最大採水量：１２０ｍ3／再生

VP-1

WS-1,2
２Φ４１５ １,８７５

WS-1,2
２

品番

品番

最大引込ドレン量：１．１m3/h　最高使用温度：９５℃　最大揚程：１４m

電源電圧：三相２００V　モーター仕様：０．７５ｋＷ

０．４ｋＷ １，０８５ ８２５ １，２５０ ２１５
ＣＰ-Ｖ０１Ｗ



ポンプ室

発電機室

ＵＢ

医療機器修繕室

浴室 WC

WC

PS

PS

機械

外階段Ｆ

PS

電気室

防油提

防油提

防油提

UP

発電機室

通路

冷凍冷房

栄養科事務所

休憩室

女休憩室

空調機械室

男休憩室

冷蔵室１

手洗室

食品庫

施設課

電気室(1)
汚染検査室

UP

ﾊﾛﾝｶﾞｽ

ﾎﾞﾝﾍﾞ室

中央監視室

休憩室

医療ガス

機械室(2)
医療ガス機械室(1)

バッテリー室

ＵＰＳ室

ボイラー室

今回更新ﾎﾞｲﾗｰ

ボイラー室

別紙"詳細図"参照

中央機械棟１階平面図　　　　　Ｓ＝１／１００

中央機械棟１階平面図　蒸気ボイラー配置図

S=1/100

A5 A6 A7A1 A2 A3 A4A0

B0

B1

B2

B3

B4

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

承　認 担　当設　計

NO.

ボイラー更新工事
M-04

RS-E(1)

RS-E(2)

ＣＰ-Ｅ

DP-E

動力操作盤(1P-A)

硬水軟化装置硬水軟化装置

ST-1 軟水ﾀﾝｸ

SH-2　中圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ

B-1 B-2 B-3

SH-1　高圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ



A A

80STPG(SCH40)更新

80STPG(SCH40)更新

A-A　矢視

S=1/30

50STPG（SCH40）更新

ﾌﾞﾛｰ管;既設ﾌﾞﾛｰ管に接続

ｴｺﾉﾏｲｻﾞﾌﾞﾛｰ管：既設ホッパーへ

新設65A GV
B-1,2,3,4,5

B
-
5よ

り

B-
3
 
B-

4
よ

り

B
-
1
 B

-
2よ

り

プラグ閉止

既
設

32
Ａ

バ
ル

ブ
以

降
更

新

ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝﾌﾞﾛｰ管：既設ホッパーへ

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管：既設ホッパーへ

補給水配管 15A

(増設)

VP-1 WS-1,2

MM

仮設配管65A

4）機器ﾌﾞﾚｰｶｰは新設とする。

3）電源ｹｰﾌﾞﾙ及び中央監視用ｹｰﾌﾞﾙは基本既設再利用とする。

50STPG（SCH40）50STPG（SCH40）

既設ドレン配管（25A）

25AGV

20AGV

40A GV+MV+CV

軟水タンク加温配管（40A）

25AGV

65AGV+50LPS+65ACV+65AGV

新設65A GV

25ACV+25AGV50ACV

（40A）

（50A）

（15A）

新設給水配管（65A）

新
設

油
配

管
（

3
2A

）

6）ボイラ基礎の無い部分は鋼材受けとする。

5）煙道ﾀﾞｸﾄは現場合わせとする。

既設ドレン配管へ接続（25A）

軟水タンク：ST-1

2,5007,0007,000

8
,
0
0
0

SH-1　高圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ SH-2　中圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ

シャッター開口シャッター開口 W3,450×H3,500 W3,020×H3,500

50
0

50
0

50

給
油

配
管

500

配管ピット

SH-1　高圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ SH-2　中圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ

※)既設ﾊﾞﾙﾌﾞ以降の改修とする。

8.8 m3

配管ピット

蒸
気

配
管

更
新

既設ﾊﾞﾙﾌﾞ再使用

給
水

配
管

（更新）

（更新）

配管ピット

A2A1A0

B1

B0

FL

 

 

    

  

 

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　蒸気ボイラー設備（更新）

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

承　認 担　当設　計

NO.

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　　　　　S=1/30

1）破線は既設再使用を示す。

2）蒸気配管は圧力配管用炭素鋼鋼管(Sch40)とする事。

注記）

ﾎﾞｲﾗｰ室

ボイラー更新工事
M-05



A A

A-A　矢視

撤去部分を示す。

撤去部分を示す。

80A撤去

80A撤去

逆止弁撤去

逆止弁撤去

S=1/30

32GV撤去 32GV撤去

80A撤去 逆止弁撤去

2,5007,0007,000

8
,
0
0
0

SH-1　高圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ SH-2　中圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ

シャッター開口シャッター開口 W3,450×H3,500 W3,020×H3,500

50
0

50
0

50

配管ピット

500

配管ピット

SH-1　高圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ SH-2　中圧蒸気ﾍｯﾀﾞｰ

軟水タンク：ST-1
8.8 m3

硬水軟化装置 硬水軟化装置

配管ピット

（撤去）
（撤去）

蒸
気

配
管

撤
去

既設配管;現況のまま

既設ﾊﾞﾙﾌﾞ再使用

B-1 B-2
B-3

（撤去）

A2A1A0

B1

B0

FL

B
-
1よ

り

B
-
2よ

り

B
-3

よ
り

 

 

    

  

 

設計年月日

工事名称

図面名称

承　認 担　当設　計

NO.

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　　　　　S=1/30

注記）

ﾎﾞｲﾗｰ室

1）　　　　　部分は撤去部分を示す。

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　撤去図

2）図中に記入無きも,不要なものは撤去する事。

縮　　尺

ボイラー更新工事
M-06



〈更新内容〉

－

管サイズ－－－－ＣＪＳ－Ｃ１１７Ｔ感震器ＭＳ

機器更新機器更新

ＬＳＬＳ

ＳＴ－１

〈注記〉

新設更新　（太線）

既設再利用（細線）

配管配線は既設再利用

機器更新

（既設）

ＢＳ－１

ＭＳ

ボイラ

Ｒ

ＳＷ
（水槽切換）

軟水装置

補給水

リレー回路

ＢＶＳ２

還水槽

ＳＭ

ＴＬ

ＲＬ

Ｒ

煙道

ＤＢ１

ＰＴ１
（減圧弁）

圧力計測

煤煙濃度異常警報

水位上下限警報

地震検知警報

Ｔ

Ｔ

ボイラー廻り更新工事

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｔ

名　　　　称記　号 型　　　　式 備　　　　　考

自動制御機器表

備　　　考数量
サイズ

（Ａ）
ＣＶ値

Ｐｉ

（ｋＰａ）
流体名

流量

（ｌ／ｍｉｎ）
系　　　統　　　名

バルブサイズ表

（ｋＰａ）

担  当 製  図

名  称 日  付

縮  尺

Ｎ．Ｓ

ボイラー更新工事

原

M-07

自動制御設備　計装図・機器表・バルブサイズ表

１．ボイラー（B1～B5）更新に伴いブレーカーを新設し
配線・配管を新設とする。

２．中央監視配線・配管については、配線再利用・配管新設
とし、運転表示5点・一括異常表示1点へ変更する。

ボイラ ボイラ ボイラ ボイラ ボイラ

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

（新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

ＰＴ２

台数制御装置

ポンプ発停指令（交互）

MS MS MS MS MS

新設ボイラへ(渡り配線)

TS-1,2

真空ポンプ
VP-1

(新設)

MV1 MV2

100AGV
65AGV65AGV

25AGV
25AGV

25AGV

AC200V

AC100V

HEX1

HEX2

還水槽ST-1へ

AC200V

１．電動2方便本体（MV-1,MV-2）取付は設備工事とする。

ＭＶ-１,２ 蒸気用　40Ａ

ＰＴ-２

P-1

P-2

Ｐ－１,２

ＴＳ－１,２

給水ブースターポンプ ５０ＬＰＳ５１．５Ｅ

ＤＰ－１００Ｆ

圧力センサー

温度センサー ＲＮ２-３．２-１５

電動2方便

ＫＨ１５-Ｊ７４

測定可能温度 0℃～100℃　相当

測定可能圧力0～0.1MPa　相当

還水槽 加温系統 Ｓ ２４０Ａ

65ACV＋GV＋50LPS

50ACV

（既設）ボイラ1台につき運転・異常の4本線　計12本
運転信号3つ（各ボイラより結線）　異常信号3つ（各ボイラより結線）

（新設）ボイラ1台につき運転の2本線 異常は一括 計12本
運転信号5つ（各ボイラより結線）　異常信号1つ（台数制御盤より結線）

３．台数制御装置をボイラ室内へ新設し、中央監視用配線
は運転表示接点及び一括異常接点へ接続とする。

４．台数制御装置より各ボイラへは渡り線を新設し
ヘッダーへ新設した圧力センサーへ配線を新設する。

５．新設MV-1,MV-2は新設TS-1,TS-2にそれぞれ対応し

６．新設MV-1,MV-2は新設TS-1,TS-2にそれぞれ対応し
還水槽（ST-1]）温度は60℃設定とする。

７．感震器（MS）はボイラ組込とし、中央監視用配線は
既設再利用とする。
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ボイラー更新工事

M-08

自動制御設備　中央機械棟　１階ボイラー室平面詳細図

中央機械棟１階ボイラー室平面詳細図　　　

真空ポンプ異常

WS-1,2
（更新）(増設)

VP-1

TS-1　温度センサー

PS-2 圧力センサー

MV-1 電動弁 MV-2 電動弁

ボイラ電源・電線引込部

真空ポンプ電源引込部

ブースターポンプ
1.5kW× 2

EM-CEES1.25SQMM-3C

EM-CEE1.25SQMM-6C

EM-CEE1.25SQMM-6C

EM-CEES1.25SQMM-2C

ボイラ運転信号と連動

ボイラ運転信号と連動
EM-CE2.0SQMM-3C＋ E

EM-CE2.0SQMM-3C＋ E

新設動力制御盤へ
EM-CEE1.25SQMM-4C(異常信号)

新設動力制御盤へ

新設動力制御盤へ

新設動力制御盤へ

新設台数制御装置より

新設動力制御盤

新設台数制御装置

EM-CE2.0SQMM-2C＋ E

ボイラ電源線

真空ポンプ電源線

EM-CE5.5QMM-3C＋ E× 5

EM-CEE1.25SQMM-4C× 5
ボイラ警報線・運転表示

EM-CE2.0SQMM-3C＋ E

ブースタポンプ電源線
EM-CE2.0SQMM-3C＋ E× 2

TS-1温度センサー

MV-1,2電動弁
EM-CEE1.25SQMM-4C

EM-CEE1.25SQMM-6C× 2

EM-CEES1.25SQMM-3C

渡り配線（ EM-KPEE0.5SQMM-2P）
PS-2圧力センサー

EM-CEES1.25SQMM-2C
既設配線× 3

EQ EQ

EM-CEES1.25SQMM-2C× 2

感震器

ボイラ制御盤

EQ EQ

EM-CEES1.25SQMM-2C× 2

感震器

ボイラ制御盤

EQ

ボイラ制御盤
EM-CEES1.25SQMM-2C

ボイラ制御盤
EM-CEES1.25SQMM-2C× 5

交互再生軟水器電源線
EM-CE2.0SQMM-3C＋ E× 2
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新設ブレーカーBOX　結線図
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ケ ーブルラック (W800)各種機械まではＥ管、可とう金属管接続


